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先日の学校閉鎖（臨時休校）の際には、大変御心配をおかけしました。皆様からの御理解と御協力により、今

日の終業式を迎えることができました。感謝申し上げます。また、先日実施しました個人懇談や学校評価につきま

しても、皆様の温かい御支援のお気持ちと、励まし、御助言等を多数いただきました。今年度より、いじめ防止と即

時対応の視点で、いじめアンケート後のこの時期にも個人懇談を実施いたしましたが、皆様とお話できたことやお

寄せいただいた内容に、大きな価値を感じております。御多用のところ、誠にありがとうございました。 

さて、いつも本紙面では、本校児童の具体的な姿や取組の様子から、私が感じたことを中心にお伝えしてきて

います。本日は、何故私がいつも「大人がいない時こそ自分で考え、行動しよう」と子どもたちに伝えているのか、

これから子どもが生き抜く令和の日本、いろいろ便利な世の中ではあるけれど…という切り口で、私の経験談とと

もに改めてお話します。経験談といっても些細な、誰にでもあるネットでの経験です。 

 

普段ネット・SNS などを見ていると、やがて「これっておかしくないか」「おもしろい！」「え？なになに」など、見付

けたものに興味をもつ自分がいます。その後、より関心が深まって検索などの「行動」を伴うようになります。好みの

コンテンツを追うこともしばしばです。特に、好きなコンテンツを見ている時は、どれも目の前に実体はないのに、情

報や様子が自分にどんどん入ってきます。手持無沙汰で、何の気なしにニュースやタイムラインを見たら最後、有

名人の意見や、リアルタイムで次々と流れてくる「同じような」意見に触れすぎて想定以上に情報に溺れ、自分自

身の考えがぼやけたり揺らいだりすることすらありました。今、こうして書いてみると、改めて「常に情報を選択し、落

ち着いて状況を見つめながら、自分の考えと行動を保つ」必要のある、なかなか難しい時代を生きているなと、思

います。 

一方子どもに目を移すと、当然ながら私がしたような経験の影響をより強く受けます。例えばゲームの通信や

LINE等の中で、配慮の少ないそっけない言葉、もらうと眠れなくなる気になる言葉、時に相手に絶対使ってはいけ

ない言葉すらも、あっさりと打ち込み、送信する場合があること。昔も手紙や交換日記等で配慮に欠けるものはあ

りましたが、今はツールの便利さや手軽さによって、いとも簡単に「実生活では相手に行わない」の壁が、打ち破ら

れることがあるのです。文字による負の効果として、「言葉で交わすより、重い。」があげられますが、これは相手の

感じ方という側面でいじめにつながる場面と類似するため、気を付ける必要があります。また、大人の世界も同様

で、多くの人が健全にネットを利用している中、匿名性を盾にした嫌がらせやいじめ行為も見られています。様々な

有識者による問題提起もなされていますが、解決・解消している実感を、これまでのところ私は一度も得たことが

ありません。ネット社会では、以前なら知り合うこともなかった人と交流できる利点がある半面で、個人の人間性を

目にする機会も飛躍的に増え、動画等多くの情報やSNSの文字から伝わる多様な価値観に触れることよって、良

くも悪くも影響も受けやすくなっています。そして、これから子どもたちが成長していく過程でも、社会全体としては、

同傾向が続くと思っています。 

今も私が全校朝会で伝え続ける「大人がいない時こそ自分で考え、行動しよう」ですが、実は、これが上に書い

たネットの例（実はネット登場以前から存在）のような、社会の一側面を捉えることにつながると考えています。 

「大人がいない時こそ自分で考え、行動しよう」で、とても重要なのは、その子なりに意識して生活する癖をつけ

るところです。「大人がいない時こそ自分で考え、行動しよう」を、子どもが自ら意識し始めると、周りの意見に流さ

れ過ぎず、自分の軸をもとに判断することにつながります。主に公園での遊びや登下校中、児童会館で過ごす時

やおうちでの留守番、校内でも教員がいない瞬間など、大人から選択肢を与えられない時に、この「自己決定力」

 

 

（裏面に続きます→） 
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５日（月）資源回収日 

１２日（月）成人の日 

１５日（木）３学期始業式（4 時間授業・給食あり） 

図書館開館、冬休みの図書返却 

交通安全指導（地域） 

１６日（金）全学年４時間授業 

交通安全指導（地域）       

１９日（月）全学年４時間授業 SC 来校 

交通安全指導（保護者）       

２０日（火）全学年４時間授業 

交通安全指導（保護者） 

      エスポラーダ出前授業（６年生）      

２１日（水）全学年４時間授業  

２２日（木）通常授業開始 スキー学習開始 

避難訓練（雪の季節） 

２３日（金）避難訓練予備日 漢字検定 

２６日（月）委員会 SC 来校 

 

 ★スキー学習の準備を★ 
３学期から、スキー学習が始まります。冬休み中

に、スキーを一度履いて、金具の調整やワックスの

効き具合を確認するなど、道具の準備、整備をお願

いします。スキーウエア上下、帽子、スキー手袋な

どもサイズが合っているかどうかご確認ください。

また、例年スキー用具の取り違えも発生しています

ので、目立つように記名もお願いいたします。 

があれば、日々深まる自信や、やがて確立する自我とともに、正しい選択を行うことができるようになります。中でも

自信はとても重要で、身に付くと、自分の行動とその結果をきちんと受け止める余裕・余力が生まれます。その余

裕や余力は、「自分が決めたこと」「次はどうすればもっと良くなるかな」などと落ち着いて考え、より良くするため

の行動につながっていきます。自ら決定するその姿勢は他者にも伝わり、人の輪の中で、表情や言葉、態度ととも

に安心感を与えることになります。 

今回は、分析的な読みにくい内容になりましたが、私の経験から得た実感として、お伝えしました。 

自分で選び、行動し、成功や失敗の経験を通して得る「生きる力」すなわち社会を生き抜くための魔法の杖を、

一人一人が身に付けていってほしいと今後も本気で願い、子どもが自信を深めていくことができるように良さを価

値付けながら、皆様の温かな御理解・御支援のもと、引き続き職員一同、取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故なく充実した冬休みを過ごすために、「米
里っ子の冬休み」をご家庭でもご確認ください。 

【冬型の事故に遭わないために】 
・道路わきの雪山に上って遊ばない。 
・屋根からの落雪に注意し軒下を通らない。 
・雪山の陰から急に飛び出さない。 

【事件や事故から命を守るために】 
・知らない人の車に乗ったり、ついて行ったり、
物をもらったりしない。防犯ベルを活用し、
危ないときは助けを求める。 

・友達間では、おごらない。 
・ネットトラブルに巻き込まれることのないよ
う、携帯電話やインターネットの使い方は、
家庭でしっかり相談し、約束を決める。 

・１６時半までに帰宅する。 

※転落事故の未然防止 
本校は校区近くを流れる複数の河川がありま

す。冬期間は河川が雪山となり、雪の下を川が
流れていることがあります。ここは、転落等の
大きな事故に繋がるおそれがあり、大変危険で
す。冬期間は絶対河川に近づかないようご家庭
でもお子さんにお声掛けをお願いいたします。 

●「冬季休業中」の電話対応時間 
もし、お子様の入院や急な転校などありました

ら、小学校へご連絡ください。 

米里小学校：℡ ８７４－８６６１ 
（平日８：３０～１６：３０） 

 ※上記時間外、土日祝日、学校閉庁日は、転送
電話の設定をさせていただきます。 

●「学校閉庁日」のお知らせ 
本校では、１月５日（月）と６日（火）を学校

閉庁日とさせていただきますので、御理解と御協
力をお願いいたします。 
年末年始の閉庁日と合わせ、１２月２７日（土）

～１月６日（火）の期間は職員が不在になります。 
 

子どもの相談等の各関係機関について  
●（北海道）子ども相談支援センター 電話相談 ０１２０－３８８―２５６（毎日 24 時間対応） 

メール相談 sodan-center@hokkaido-c.ed.jp  
●（札幌市）子どもアシストセンター 電話相談 ０１２０－６６３―７８３（月～金曜10～20時 土曜10～16時） 

メール相談 assist@city.sapporo.jp （日曜・祝日・年末年始はお休み） 

その他にも、「いじめ電話相談室（少年相談室）0120-127-830」や「24時間子供SOSダイヤル 0120-0-78310   
（なやみいおう）」もあります。長期休業期間中もご家庭での温かい見守りをよろしくお願いいたします。 

○学年末参観週間 
３月３日(火)５校時・３年生 

４日(水)５校時・２年生 ６校時・４年生 
５日(木)５校時・１年生 ６校時・５年生 

   ６日(金)５校時・６年生と SR 
○卒業式 ３月２３日(月)  
６年生とその保護者、４・５年生、来賓で行います。

１～３年生は休業日となります。 
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